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　皆様、ご機嫌よろしゅうございます。今日は東京
六本木ロータリー・クラブの創立５周年にお招きを
受けまして、大変光栄なことと存じております。私
も京都で、今年でちょうど５５年、ロータリーに在籍
をさしていただいておりますけれども、いまだにロー
タリーって一体何だろうと悩み続けております。若
いころにはどうしてロータリーなんか入ったんだろ
うと。しかし、週１回１時間を割いて出席して皆さ
ん方とお目にかかって、その職業をお互いに理解し
合う。その理解し合うというところから実は職業奉
仕と、集団の職業奉仕の二つの意味が出てくるわけ
です。
　私は毎年エバンストンへまいります。エバンスト
ンでいろいろミーティングがあるんですが、この７
月から会長になるアメリカ出身のクリンイン・スミ
スが私ども経験者を集めて、自分の年度のいろいろ
な諮問をしたわけです。その中で驚いたのは、彼の
案では自分の年度には今ある委員会を半分に減らし
たいという。四大奉仕部門の元に細かい委員会が沢
山あって世界各国から委員が招集される。その旅費
も宿泊費も全部ＲＩ持ちなんです。だから出費が多い。
そして議論するけれど、ちっともそれが実現できない。
これでは駄目だということで、委員を集めるような
ことは半減する、事務局もリストラする、さらに職
業委員会を廃止したいということを言いだす。これ
は実は大変なことなんです。４大奉仕部門の一番大
事なのは職業奉仕なんです。今から１０５年前にロー
タリーを作ったポール・ハリスの伝記を読んでおり
ますと、「私はどんな場所に行ってもロータリーを
代表して言えることは、ロータリーはまず寛容である」
と言っています。寛容というのは、自分の職業を大
切に思うと同時に他の人たちの職業も大切に思って
あげなきゃいけない。ロータリーの原則は一業種一
人というところに一つの大きなdignityがあるわけ
です。それがあまりにも今、拡張のためにいろいろ

名目が変えられて、必ずし
も一業種一人にはなってな
い。職業分類がいかにロー
タリーにおいて大事かとい
うと１９２３年の３４という決
議案があって、これが「職
業分類、職業奉仕」に対し
て明確な哲学、指針を与え
たものである。職業から生
まれるいわゆる奉仕という
ものを、まず職場を通じて、そして地域社会に及ぶ
ようにしていかなければならない。自分の職業を通
じて社会に貢献していけるということはinvisibleな
一つのサービスなんですね。「We」か「Ｉ」かと
いうことでいうと、スタートは「Ｉ」であったわけ
です。そして自分の仕事の上での悩みを共に打ち明
けて共存共栄していこうっていうのがロータリーの
「We」なんです。「Ｉ」から「We」に変わってい
く。クラブにおいて自分の職業奉仕に対する理念を
皆さんに訴えて、それじゃそういうことでやろうか
という同志的なものが集まると今度は「We」になる。
だから「I serve」と「We serve」は両立している
わけです。
　クリンイン・スミスも言ってるのは、例えばその
格差。５人ぐらいのロータリーもあれば１００人、２００
人、５００人、シカゴなんか８００人というメンバーで
すからこれは大変な格差です。そういうクラブは非
常に長い歴史を持って、ＲＩからこうしろ、ああし
ろと言わなくても自主的にきちっとやっている。と
ころがロータリーであってロータリーでないような
ところもある。そういう所が非常に多くなったので、
クラブリーダーというものをつくらなきゃならんと
いう問題が出てきたんです。ロータリーの方も長い
間のぬるま湯に浸かったような事務局の状態では大
変なんです。事務局長とか事務総長がこうやれ、あ
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あやれ言っても、局長以下の人たちが皆握っていてノー
と言ったら絶対できません。私も理事会に出て、な
るほどこんな仕組みじゃだめだと思いました。ロー
タリー財団の方にも皆さん方のクラブからいろいろ
意見が出てきます。これ早く処理しなきゃと言ったら、
事務員を随分馘首されて仕事ができないから事務の
者をもっと入れてくれなきゃ困るというような反論
が来る。そういうマンネリズムの中の今の国際ロー
タリーの組織は改めなきゃいかんというのがクリン
イン・スミスの考え方です。しかしメンバーが誇りを
持ってやっている職業奉仕をもし廃止するなら、世界
のロータリーが半分ぐらいに減ってしまうだろうと、
我々は反対しました。それで理事会の決議で、２３の３
４という職業倫理についての規定は残されることになっ
たんですが、付帯として検討課題にするというよう
なことまで付けられてしまいました。
　私は茶道という自分の職業をVocationalと考えて
います。決してOccupy、Occupationとかいう言
葉ではない。そのVocationalというのがロータリー
で使う職業なんですよ。天から与えられた職業が
Vocationなんです。天職なんですね。その天職とい
うものをもって皆さん方が、世界中の人が入ってい
るのに、その職業を無視してしまったら一体どうな
りますか。もうこれはロータリー、足元から崩れて
しまうんですね。さすればもうロータリーのFuture
はないんです。ロータリーほど不思議なものはない
んですね。公的機関でも私的機関でもない。アメリ
カで認定された団体であるというだけなんだけど、
その団体がこれだけ世界中に広がっているのは一体
どういうことか。やはりロータリーは自分自身を磨
く場である。いろんな方々にお目にかかって、いろ
いろな含蓄を受ける、スピーチをお伺いする、自分
たちができる限りの献身的な奉仕をする、そういう
所に不思議な魅力があるんですね。ですからやめら
れない。このやめられないロータリーが、私は一番
力強い一つのあり方を持っていると思います。
　ロータリーに入って来る方は第一人者ばかりだと
思います。ただどこそこの支社長だとか会長だとか
いう肩書があっても、入り口から入ったらもうその
肩書は忘れてしまわなきゃいけない。アメリカや他
の国でお互いをニックネームで呼ぶというのはそこ
なんですよ。これが平場なんです、平なんです。私
どものお茶の教えでございます一番のお茶をいただ
くのにも、なんであんな面倒くさいことをせんなら
んのか。隣の人に「お先に」、こっちに「いかがで
すか」。そんなもんぐっと飲めばいいじゃないかと。

でも隣どうしすすめあう。その気持ちが今世界中で
欠けているんですね。ロータリーはまさしくその場
なんです。私がロータリーを好きなのは、みんなと
ともに一体になって、手を繋ぎあって一つの目的に
向かっていく。それは奉仕であります。その奉仕に
自分を尽くせるところに喜びを感ずる。そしていつ
の間にか自分が、ロータリーによって人格を洗って
もらう。いっぱいの垢をロータリーの場へ出て落と
していく。要するに無になっていく。
　中国の唐の時代に龍牙和尚という方がいます。私
の修行中、師匠から教えていただいた中に、この龍
牙和尚の偈があります。「木喰草衣心似月　一生無
念亦涯　若人君処問有　青山緑水是我家」。もう実
にすばらしい自然そのままの偈なんですね。「木食
草衣」、木の実だけを食べる、草の衣を着る。これ
は今の我々の贅沢を戒めている。「心月に似る」。
人間の分限を思いなさい。足るを知りなさい。そう
いう生活ができたら心は汚れなきあの月のようになっ
ていく。そして「一生無念」です。なんにも思うも
のが無い。無涯です。どうのこうの言われるような
ことはないんです。あんたそんな言うのやったらど
こに住んでるのやと言われたら、即座に私は言うでしょ
う、青山緑水これ我が家。いいですねえ。青い山、
緑の水、全部自分の家なんです。その昔、そういう
ような気持ちを教えた人が居られたということは、もっ
ともっと地球上の人に教えていかなきゃいけない。
そういう気持ちを持つロータリーこそ地球に貢献し、
世界に奉仕というものの真のあり方を示して行くこ
とができるのではないでしょうか。
　毎週の例会、そのたった１時間の例会の中でお互
いに心から打ち解け、友情を得る。そして卓話の方々
のお話しを聞いて自分のものにしていく。入ってき
た時、学ぼうという気持ち、そして出ていく時には、
ああロータリーに出られてよかったなという気持ち
を持てるようなロータリーにならなきゃならないと
私は思います。そして自分自身がロータリーで磨き
をかけられていくんだという大きな誇りを是非持っ
ていただきまして、このクラブが次の１０年、１５年、
さらには１００年をお迎えになり、１００年後のメンバー
が今日の皆さん方のことを思って、あぁ５年の時に
こういうことがあったのかと、それがロータリーの
大きな未来に続く一つの足跡ではないかと思うので
ございます。
　ご静聴ありがとうございました。




